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瀟を殛め1 • xrD ビクスぬ 

誉齡認 1 


嬅おと二 •# おんな 
初め^多 


おおよそ， 3?当はついてい ま 
したが、やつばりやつて来 まし 
た1巳炎：の#。 

ここにお^まりいただいた再 
*« 蓖女、 raKr% 女ばつかり、な 
らば 1 IMJ • 灰 t き初めとい•っ班向は 
いかが？下を持つたことのな 
い人にも • 無 ^ やり侍たせて • 
さて " 「 LLA の希 ^ JU どの辺 C 
あ oi しようぞ " で，今年にか 
ける ft 方のユメは？ 


，灌付け U 「和の 
心」心の大き 
さが大切じや0:い 
かしら•それが形 
に現われてくる」 

と小笠 at 先生を莳 /*_〆 
にもつ 

一 r 好*世さん⑽ 
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るさとに新しき歳、迎えゆ 

伝えられて来た各地域の風俗が、時とともに消え、また時 
とともに新しい行事として生れている立川、わがふるさと。 




西砂 ST 5 T 

目にある林 

泉寺甬和 
2年削»> 

のお正 n は 
、府か•この辺 
り ， rfi 内では ft 村 
地带の苏两氕の® 

\«|っている岍で小1:2:にお味さん 
が«上と胼を持って实京へ«6とい 
一ぅ3悄も较0られている"お£11:から 
、ろい<絞く行事がこれで一段落する 
と，170*人々は林泉なへお#りに。 

、ご光 i (: 斯年のご挟！ ST であ气 

§宮司-苒岣虬さん 
H . -I U この辺りの If 正 
31 •一 ^月を s ぃてみる ♦ 

^ 4 i 存じの通り砂 

て建てられ、祭神 

ft 冬# tc 龕 i < s こ 

は小彥名命•天!6. 
一^根命。/ C 旦12時 
を示すと同時にだ 

るま市が：£まり* 

日の出ととらに市の終り t なる。そ 

の折「かが , *>火 j を木の根で焚％」•瑷 

をとるがもぅ|つ、新 I い神を招く 

意味があるょぅだ。小さい頃 a 「お 

かがひ j といつて十番から松中まで 

| 〇をかけ、御 H - やだるまをあつめ 

火を点 I 夜を明 I た。これも四 S の 

地元の T しか出きない特惟だったょ. 




ん长い舱史をもつ 
g 社の宮司：.»1麻 
««嘸雄さんに間く • 


司 



•昔の初参〇は 
»1今のょうに多く 
人は来られませんでした*もとょり 
この ia ゎ a 木がう-〇そう t 生い*り 
暗い感じで、？ a りにはこんな {: 家も 
なかった。今で a 、 St 段の riii に五つ 
つの鈴を下げてあ 
るんですが、及い 
列が出來るはど • 

元旦12時に抨敉で 
ご祈！一がなされ年 
叫けを神様1:银告 
を I て•一般参样 
の始まりです\ 

取： e 杏01榉帥 lift 山•三•白四卜年の B 
史を持つ太 ft 山凍泉押な(砂川 n 
のご住«.伊瘙正彥さんに闐， 

• 30 年後 t ごろから地元のボ I 
ヵゥトの皆さんが米てび濟などを作 
つたり、焚火の*を L て除夜の薄を 
打ちにくる方の KS を取つたりと、 fe : 
例の行率になつていますね。本来は 
百八@の鏟を 
打ちますが* 

寒いなかこら 

れる赀さんが. 

打ち終える i 

で紱けており 

ますね。そう 

終るのは3時 

ごろになり— 

すかな％ 
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ますし、作 nnn については//;进会も 
あり、 ffiJA になります J 。 

カメラ膪 a . .--1-年近くになる。 
* 用のカメラは数台 >) るが •* 紙 
の1朝の海』はアサヒぺンタック 
ス LX 。 

これまで1:八 Gvup 4 f -« i ) t ^ 典 
n ンクールで »_.* v ; 捆みどり 
の^^コンチストで^=3新間社赏 
などの戈嫌" tllla 栄町の人 • 


第三四代矢野武雄氏 

(眧和11三年~::1::\暨牵：再> 

矢野駅長は常々、当時の a 川 
駅が朝夕の通勤ラッシュ<:対応 
できなくなつている亊を痛 ® L 
ていた。出札 P が少ない，ホ— 
ムが狭い等，枨客設備の贫弱さ 
に加ぇ，倍兮•保安而<:おいて 
も，駅構内の信号てこが flfi 式 
といぅ有様だつた"特に南北を 
結ぶ地ド通路の iRw は比ではな 
く、テレビ！！？からも取材1:來る 
はどだつた。折りしも、立; II 駅 
は^门一日のメ—デ—を迎ぇょ 
ぅとしていた。三多嘹地 R の労 
鋤 W 各は線多*川鉄惟に近 
い河川欹に生合するのが通例で 
ある.五•乃入近い人々が一度に 
南 P 改 H . へ案中すればバニック 
技態となるのは Ht : 兒ぇている 
J 矢野駅 ft 
JU の£裏に 
ひとっの 

音 

慮 ストップ 
I _：ウォッチ 


を片手(:衛 n 改札，北口改札 • 

南«繚西国立駅のそれぞれから 
多！ enli での所要時分を網 *• 
その結*、どのル丨^ - L もそれは 
ど時問的大差のないことが判明- 
当日は ft 労 m 組合の協わを 3 T 
経路により下屯駅を指定するこ 
とで分肽、南 P 改札の混雑を緩 
和することができた。 


林る糾 H こそ新 
I い年を迎える表紙 
にふさ h I いと•沼 
岵滄孝さん<6]才> の 
阼»に白羽の矢 • 

「昨^ * TAB クラ 
ブで忤渡へ报^旅 H - 
に行った時<:とった 
t のなんです/ 

T AB カメラ•クラブとは • 「* 
川 M ア•ベ—ス j で姑成された写* 
蜇 W 家の114ぃ•現在 • 矩崤さんは 
m 出*地!:勁めており，設計閱係 
の仕事;:従事しているが，かつて 
は立川*地にいたことがあるひ 
「昔の仲間といつまでもつき八 II え 
るのはぅれしいですね•ええ、も 
ちろん和氕あいあいのグルーブで 
すよ。一 rIn : おき<:»影公をして 


立川駅長列伝 

⑯中野明 

第三三代菱山苒氏 
{昭和五〕年二月-®4二年.一月》 
「立) II の駅を知らず L て vy : 川の 
駅 K が助まるか/」そ n が^代 
の船 m 忠利斯於の口癖だった • 
碁山駅長は舱«氏の3葉を31 * 


に受0止め•天«の®い H 以外 
は每蒴、点検を兼ねて駅 * I ^ J を 
歩いた。*:は，*:部人換梅♦と呼 
ばれる货物躲(野沢踏切付近>か 
ら i 西は*西式人換線，の終端ま 
で、堆人技,八五〇1»、北0か 
ら南口までの*大幅一八0 m ， 

緩面 M にして八〇、 OMKnf が立 
川駅の構内である。バラスト(線 
路に数いてある石》の- h を歩く 
ので*靴 a 一-ヶ n ともたなかつ 
た。それでも • 赛山駅長 U 朝の 
H * と I て歩き被けた*また， 
今までの _ L い00鉄職 A のィ 
メージアツブを計ろラ t 、 s の 
問、肋役クラス以上には S 脂の 
钂ネクタィ*明を*«5づけた* 
a 初は恥しが-〇て猗啪を拒んで 
いた助役たちも’駅 JS 自らホー 
ムに*ち W 頑指揮する姿に少し 
ずつではあるが a 透 L てい -0 た。 
時1:は喰やかされたこともあつ 
たが，乘晦客からも好評を博した。 


1% 立川クイズ ■ 

克川でょく使われた n 班シリ 
|ズそのづ\お1^:::.りしく秘起 
さそラなのをひとつ■さて？ 
「大尽のご祝儀」 

一©とても気肪のいいこと②足袋 

真如苑だより 

ぃょぃょ - lLift の备」がや 
つて米ま L た•今竿こその4\ 
«|•その ii ， そのまま•背 
をこごめ•惟<:手をいれて歩 
いていて a 、 いけません•ウ 
X デム彳テ歩きはじめたら， 
その£で真如«へ*どラぞ. 


■ 〇時 ln 2 J n 出 

午後2時—4時 
■餌參す* ftlmt 物 ffi をは C 
めと I て缺^など 进 q だくさ 
んの用意がしてございます* 
■立 ! II 市民 tlft 入)に限らせ 
て«さます“ 

■お 中 L 込み 
は「えくてび 
めん • n ンパ 
- I ォン」(‘达 
を vkilt して < 1 V . 

れた入)へ • 


1荷/ 



東 

を 

特 



いまや赛 M の.£分一を占める立 
川産*ウド/ III 地に0生す6山ウ 
ドと興なり*アクが少なく柔かい 
良贫ウドとして広い範囲の地域に 
出荷されている*良 H のものにな 
るまでには*光«者のょき先辈た 
ちの努力があ-〇た"作；£1:多い•連 
作障客や病^を避けるために根を 
群馬や栃木•千*などへ依託 I た 
り、軟化技術の研究など、特#:地 
になるまでにはいい知れぬウドへ 
の，思いやり*が注がれていた • 
そ L て 一 n 五：〇には神田や築地に 
初荷として*肌の tl い AK ウドが 
出衔される • 


に穴があいて指(えび》が出る 
こと®格式張つていることから 
"窮屈，の意味 • 

〔12 月 号の答〕 ❸ 

奥多申湖からさ4|:沏6と IU 
槊 tRn 波 III 村11■その辺りで多 
»»川は tt 波川と名前を変える* 


S 2 

•すっかり，* E のなかに浓け込| 
み、恒例とな-〇た『ベスト立川人 
S 』 は今年，四： S 目 •+ 五万都市 
に，どぅ I てこれだけの人材がい 
-のだろぅ t 、 毎年ながら不思谦 
でなりません"立川人が特に卓れ 
ているのか*それとも、人間とい 
ラ生物はもともと卓れた^:在なの 
か。#「立川カレンダ IJ もまた 
四[»1目の発行。今年のカレンダー 
「立川 K 念日 j を眺めていると 8 r 
の■史が視えてくるシカケになつ 
とりますでよお C • カレンダ—の 
カバーを手刷りでやつてみました • 
いま流行の PRI NT GOCC 
〇です•単純；^とはいえ、万を 
越えるとさすがにコタ H ますです ■ 
T 造りの温もりが伝わればと•セ 
ンエツな願い • L きり。•三寸の 
お»ひらくえくてびあん。 

in > 石蓴®麴小川知- 5- WUJ 清子«川瑁 
田£子遇上|<里♦只 Z 虹9田 «. 子 
<苺貪：天*!戥*««:明 Bffl * 名 


1え<てびあ.5第1 
昭和六十四年一月 I 日殆行 
髡行 m えく t びあん親集 X 禹 
f 都立川市*葙町 2-4- II 
フアインビルデ f ング3 F 
鬌 & i Q 因 二 五§0082 

宝人立_宙介^^ 

発 c 人冲軒 i 
BlillHrT 脒大 ft 社^^ 




























































④東京でも数少い胡弓#者の一人。納得のいく畜 
色を求めて糸を»る「物」も既姐品は使わす自分で 
研究、作成している。 （羽衣 ■!> 


TACHIKAWA 


④洋楽に憧れつつ進んだ琴の ii •* 茁城 
適 ti 師との出会いがその夢を琴の中に 
かなえてくれた、と* (柴鰣町) 



メく v 

於 1 とさろ/ / 


音に魅せられるということがある”特に邦来の音 
色は、現代の日本人の心にもよく紫く。すっかり西 
@された生活の私たちの脚に強く響く旋律。そこ 
には確かに衔つているものがある。ア—卜の魂が。 



杉10才の峙、九州から皐身上京•内弟子に••あまりの嫌しさ 
に俜度やめよぅと®つたか、と*今や羝下の前で演じる甚の 
冴えである。 {若葉町) 
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